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現在取り組んでいるテーマは，地域防災人材育成プログラムの開発とプ
ログラム評価を通じたマネジメントに関する研究，災害における死傷者発
生メカニズムの解明，生きづらさ学の構築などがあります．

地域防災科学は，一つの独立した分野ではなく，災害という場を通じ
てあらゆる分野をつなぐ学問です．そのため，私の研究でも，入力側
（地震動～構造被害など災害事象）と人の被害，人間行動，生活再
建など，分野の拡がりだけでなく，時空間的にも広い視点で問題を扱って
います．災害時だけでなく，日常まで含めていろんな事をつないで考えるこ
とで，いろんな世界が見えてきます．
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災害時の人の死傷に関わる調査を通じて，死傷者発生メカニズムの解明と，それに基づく減災対
策に関する研究を行っています．

近年の研究では，清流の国ぎふ 防災・減災センターにおける防災人材育成プログラムの開発とプ
ログラム評価手法の検討，そしてプログラム評価を通じたマネジメントの実現に関する研究，持続可
能な防災組織に関する研究を進めています．また，東日本大震災における津波による死亡者の分
析から，津波による死傷に関わる地形的要因と社会的要因の分析を，熊本地震における倒壊家
屋からの救助事例調査への協力など，死傷者発生メカニズムの解明を通じた減災対策の検討を
行っています．

さらに，これらの成果を災害への備え，平時の暮らしやまちづくりに反映するための方策について，
関係研究者と協力しながらワークショップなどの手法を使いながら実施しています．
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(1) 教育プログラムの開発，プログラム評価（アクションリサーチによる開発と評価と改善のマネジメント）
(2) 心理学でつなぐ分野横断研究（社会や人が関わる問題は，審理の問題を避けて通れない．心理学という共通言語を用いて分野を超えた共通のモノサシを使った横断研

究）
(3) 生きづらさ学の構築（対処療法から，分野を超えた共通の問題構造の発見，系統化に向けて）
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